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1 はじめに
庄内地域では トルコギキョウ,ス トックの産地が形成
されているが,冬期間は栽培されないため,生産が終了
したハウスが多く存在 している。このため,冬期間に促
成できる`啓翁桜 '等の花木が注目されている。

しかし,良品生産のために必要な促成室は高価で汎用
性がなく,導入のネックとなっている。また,一部では
パイプハウスを利用した促成の試みがあるものの,温風
暖房では上位部のみ開花するなど,品質的な問題がある。

そこで,既存のパイプハウスを冬期間には促成室とし

て利用でき,促成専用室と同等の品質の花木を生産でき

るよう,組み立て (着脱)が簡易な促成システムを開発

した。

2 試験方法
(1)装置の試作
暖房パネル試作品の目標は下記のとおりとした。

① 大きさ:パネル状で,おおむね 30ピ。広さは
パネルの枚数で調整可能。

② 温 度 :15℃以上を確保できる。
③ 着 脱 :2人で 1日 以内に可能
④ 対重量性 :促成物と作業時の人の重さに耐えら
れる。

(2)促成栽培試験
①促成期間 :200412/23～ 20051/16(休眠打破処
理 :温湯 40℃ 1時間+シアナミド噴霧)
20051/31～ 2ノ14(休眠打破処理なし)。

②供試品種:`啓翁桜'(切枝長 130cm)。

③促成室の大きさ :19 8 nfと なるよう,被覆資材
(0 075mm厚 )で高さ約 150cmに 内張りし,換
気のため上部を開閉できるようにした (写真 3)。

④水 :啓翁桜を入れる容器は,底に lclrlの リムのあ

るプラスチック製バケツ (15リ ットル)を用い,清
水 5リ ットルを入れた。

⑤IV■度管理 :夜温 15℃ ,昼温 20℃設定。
⑥試験規模 :1区  10本×2反復

3 試験結果及び考察
(1)装置の特徴
①構成 :安価な家庭用給湯器 (電源 :単相 200V,燃

lli灯油)と暖房パネルを架橋ポリエチレン管で接

続する (図 1)。

②暖房パネル :180cm× 90clll畳 1枚程度の大きさで,

プラスチック製ベース上の突起間に架橋ポリエチレン

管 (直径 16)を約 20cm間隔で配管し,表面にlmm
厚の鉄製放熱板を敷いた構造である。促成室の広さは

パネルの接続枚数で調整できる (写真 1)。

③着 脱 :198rの大きさの場合,パネルの設置と通
水・調整に2人作業で 1時間程度を要し,内張り作業

を行つても1日 以内で設置,撤去が可能である(表 1)。

④対重量性・耐水性 :促成物と作業時の人の重さに耐え

られた。 (写真 2)。

(2)促成栽培試験

①促成中の温度は,概ね最低夜温 15℃ ,昼温 20～25℃

で推移した。高さ 30-120mの 温度差は 1℃以内と
なり,循環扇がなくとも施設内の温度を均―にするこ

とができた (図 2)。

②150容量バケツに 52の水を入れた場合,促成中の水温

は 17～ 22℃程度であり実用上問題はなかつた (図 3)。

③熱源からの距離による開花の早晩差は,出荷時で半日

程度と推定され,実用上問題にならないと考えた。促

成枝の上下の開花揃いはほぼ斉―であつた (写真 4)

以上のことから,本システムは`啓翁桜'の促成におけ

る実用性が高いと判断された。

4 まとめ
既存のパイプハウスを冬期間に促成室として利用し,

専用施設と同等の品質の花木を促成できる簡易で低コス

トな促成装置を開発した。本装置は給湯器にポンプを組

み合わせたボイラー本体と床暖房パネルからなる。温度

ムラが小さく花木促成に適した。また,暖房パネルの着

脱は容易であり,広さの調整ができる。このため冬期間

遊休しているハウスを促成室として活用できる。
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写真1:暖房パネルの接続部

図1:暖房パネルの基本構造
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図2施設内温度推移 (中央部1/11～ 13)
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図3 バケツ内水温の推移(1/11～ 13)

写真2:対重量および耐水性がある

写真3:促成状況
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